
わかりやすいと人気の北浜法律事務所ウェビナー。豊富な経験を積んだ弁護士が、有益な情報を語ります。
簡単登録するだけで、どなたでもご視聴いただけます。

Webinar

KITAHAMA PLUSは企業にプラスになるリーガル情報を発信して参ります。

北浜法律事務所 リーガルマガジン

クライアントとともに。

大阪事務所

〒541-0041
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FAX：
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東京事務所

〒100-0005
東京都千代田区丸の内1丁目7番12号
サピアタワー

TEL：
FAX：

03-5219-5151 （代表）
03-5219-5155

福岡事務所

〒812-0018
福岡市博多区住吉1丁目2番25号
キャナルシティ・ビジネスセンタービル4階

TEL：
FAX：

092-263-9990 （代表）
092-263-9991
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クライアントとともに。

https://www.kitahama.or.jp/archive-webinar/
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ビジネスパーソンの休憩時間
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渡辺 徹 弁護士・公認不正検査士 Toru Watanabe

特 集

Profile

弁護士法人北浜法律事務所 代表
北浜グループ CEO

森本 宏

ESG経営が問われる中、

不祥事や法令遵守に対する社会の目は昨今より厳しいものになっています。

ひとたび事件が起きれば、企業の社会的信用は毀損され、

対応如何によっては企業の存続を揺るがす事態にもなりかねません。

今号の特集は「コンプライアンス対応のいま」というテーマで、

弊所リスクマネジメントの専門チームメンバーが

昨今の事案傾向についてお話しています。

皆様のビジネスのレピュテーションリスクを考える際の

参考にしていただければ幸いです。

会社法関連分野のパートナー弁護士として、各種M&A、スク
イーズアウト、株主総会対策、アクティビスト対応、経営権争い、
会社訴訟、商事非訟、株主代表訴訟、資本政策、リスクマネジメ
ント、コーポレート・ガバナンス、など多方面から攻めと守りの
企業サポートを行っている。大阪地裁の商事専門部より、総会
検査役及び業務執行検査役に選任。京都大学法科大学院非常
勤講師（会社法実務演習）。

コンプライアンス対応のいま
コンプライアンスが重要視される中、

不祥事対応においてはより厳格さと中立性が求められる傾向にあり、

対応が複雑化しています。

一方で、迅速な対応も欠かせません。

北浜法律事務所のリスクマネジメント・コンプライアンスチームメンバーが、

コンプライアンス対応の傾向と留意点を語ります。

me s s a g e

谷 明典 弁護士 Akinori  Tani

Profile金融機関での勤務経験を経て、2009年立命館大学大学院法務研
究科修了。コーポレート・会社法を専門とし、M&Aや事業再生、リ
スク・マネジメントに関する業務を担当。金融全般に関する幅広
い経験と深い知識を活かした、経営面に配慮した実践的なアドバ
イスを強みとしている。ファイナンス分野において拡大を続ける
仮想通貨やブロックチェーン技術の活用など、金融と法律、両面
の知識からリスクを未然に防ぐためのサポートに力を注いでいる。
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谷 
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特 集

東京・大阪・福岡の複数拠点で

コンプライアンス対応の専門家チームが

問題解決を強力にサポートいたします。

東京事務所 TEL 03-5219-5151　大阪事務所 TEL 06-6202-1088
福岡事務所 TEL 092-263-9990

コンプライアンス対応のいま

https://www.kitahama.or.jp/

谷　

北
浜
法
律
事
務
所
で
は
近
年
、
不
正
調

査
や
不
祥
事
対
応
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対

応
な
ど
の
業
務
を
多
く
手
が
け
て
い
ま
す
が
、

そ
の
分
野
で
の
最
近
の
傾
向
に
つ
い
て
、
渡

辺
先
生
は
ど
の
よ
う
に
お
感
じ
で
し
ょ
う

か
？

渡
辺　

最
近
は
、
一
つ
一
つ
の
案
件
が
大
型

化
し
、
人
的
リ
ソ
ー
ス
が
必
要
と
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

特
に
直
近
10
年
間
で
は
上
場
企
業
を
中
心
に
、

日
弁
連
が
定
め
る
「
企
業
等
不
祥
事
に
お
け

る
第
三
者
委
員
会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
準
拠

す
る
形
式
で
調
査
が
行
な
わ
れ
、
報
告
書
等

が
開
示
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
ね
。

谷　

そ
れ
だ
け
、
企
業
不
祥
事
が
起
こ
っ
た

際
の
第
三
者
に
よ
る
公
正
で
適
切
な
調
査
が
、

社
会
的
に
も
要
請
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
？

渡
辺　

そ
う
で
す
ね
。
ま
た
、Ｉ
Ｔ
の
進
化

に
よ
り
、
フ
ォ
レ
ン
ジ
ッ
ク
が
必
須
の
調
査

も
多
く
な
り
、
そ
の
分
析
結
果
の
確
認
等
に

も
工
数
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
一
因

か
と
思
い
ま
す
。

谷　

も
っ
と
も
、
不
正
等
の
調
査
に
関
し
て

は
社
会
的
な
注
目
も
集
め
て
お
り
、
迅
速
な

調
査
、
結
果
の
公
表
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
、フ
ォ
レ
ン
ジ
ッ

ク
に
関
し
て
も
、
最
近
は
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た

効
率
化
等
も
図
ら
れ
て
い
て
、
迅
速
化
と
い

う
観
点
も
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
て

い
ま
す
よ
ね
。

渡
辺　

調
査
に
関
し
て
は
、
２
つ
の
観
点
か

ら
効
率
的
か
つ
迅
速
に
行
わ
れ
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
１
つ
は
、
調
査
の
長
期
化
に
よ

る
証
拠
の
散
逸
を
防
ぐ
た
め
。
も
う
１
つ
は

再
発
防
止
策
を
早
期
に
提
言
す
る
た
め
で
す
。

再
発
防
止
策
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
社
会
的

信
用
を
回
復
さ
せ
る
と
い
う
側
面
も
あ
り
、

不
正
の
実
態
解
明
と
、
原
因
究
明
を
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
進
め
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

た
だ
し
、
効
率
化
や
迅
速
化
を
求
め
る
あ
ま

り
、
調
査
範
囲
を
必
要
以
上
に
狭
め
た
り
、

深
度
を
浅
く
す
る
こ
と
は
、
真
に
再
発
を
防

止
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
あ
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

谷　

監
督
官
庁
や
監
査
法
人
等
か
ら
、
他
に

類
似
の
不
正
は
な
い
の
か
と
問
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
ね
。

渡
辺　

な
い
こ
と
の
証
明
は
非
常
に
難
し
い

こ
と
で
す
。
不
正
の
徴
憑
が
他
に
見
ら
れ
な

い
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
特
に
難
し
い
で
す
。

た
だ
し
、
調
査
報
告
後
に
類
似
の
不
正
が
発

覚
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
で
す
。

谷　

そ
う
い
っ
た
点
で
も
、
実
際
の
調
査
に

あ
た
っ
て
は
、
実
態
と
原
因
を
的
確
に
把
握

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
ね
。

渡
辺　

不
祥
事
対
応
の
中
で
も
、
近
時
で
は

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の

対
応
な
ど
も
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
ね
。

谷　

そ
う
で
す
ね
。
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
を
用

い
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
世
界
的
な
増
加
な
ど

に
よ
っ
て
、
日
本
の
企
業
が
標
的
に
な
る

ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

従
来
は
個
人
情
報
の
流
出
な
ど
が
単
独
で
問

題
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
最

近
で
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
一
角
が
狙

わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
川
上
、
川
下

の
企
業
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も

出
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
ケ
ー
ス
で
は
、

危
機
対
応
を
中
心
に
、
発
生
し
た
損
害
の
賠

償
や
取
締
役
の
善
管
注
意
義
務
違
反
と
い
っ

た
波
及
問
題
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
増
え

て
い
ま
す
。

渡
辺　

北
浜
法
律
事
務
所
で
は
、
そ
う
い
っ

た
事
案
に
対
応
す
る
チ
ー
ム
、
メ
ン
バ
ー
を

抱
え
て
い
ま
す
の
で
、
強
み
を
活
か
せ
る
分

野
で
す
ね
。

谷　

そ
う
で
す
ね
。
東
京
・
大
阪
・
福
岡
と

複
数
拠
点
で
実
働
で
き
る
メ
ン
バ
ー
が
お
り
、

私
た
ち
が
所
属
す
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
チ
ー
ム
だ
け
で
な

く
、Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
チ
ー
ム
な
ど
の
分

野
毎
の
専
門
家
が
多
く
在
籍
し
て
い
ま
す
。

案
件
の
大
型
化
や
技
術
化
・
専
門
化
と
い
っ

た
傾
向
に
対
応
可
能
な
の
は
私
た
ち
の
強
み

で
す
。

渡
辺　

こ
れ
ま
で
多
く
の
不
正
調
査
・
不
祥

事
対
応
な
ど
で
培
っ
て
き
た
経
験
も
あ
り
、

金
商
法
や
会
社
法
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
取
締
役

の
責
任
論
と
い
っ
た
分
野
に
お
い
て
も
、
専

門
性
を
も
っ
た
弁
護
士
が
適
宜
チ
ー
ム
に
参

加
し
、
実
効
性
の
あ
る
調
査
報
告
を
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
応
、

不
正
調
査
の
直
近
の
傾
向

危
機
管
理
・
不
祥
事
対
応

事
務
所
の
強
み

迅
速
か
つ
徹
底
し
た

調
査
が
求
め
ら
れ
、

複
雑
化
す
る

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
応
。

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
犯
罪
関
連
の
調
査
な
ど
で

は
、
検
察
官
出
身
の
メ
ン
バ
ー
も
力
を
発
揮

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
様
々
な
分
野
が
絡
み

合
う
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
応
で
も
、
私
た

ち
は
チ
ー
ム
力
で
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。



コスト上昇の
価格転嫁に関する
近時の動向

月刊住職（興山舎）

法務 Troubleshooting

竹田 いさか 弁護士 Isaka Takeda

2012年早稲田大学法務研究科修了。8年間の検事職を経
て北浜法律事務所に入所。不正調査、紛争解決（訴訟・交
渉等）、コーポレートに関する法律相談を主に取り扱う。
特に不正調査に関しては、検察官としての経験を活かし、
将来的な捜査機関への刑事告訴の可能性や、それを踏ま
えた企業のレピュテーションリスクをも考慮した対応の
仕方について、アドバイスしている。

Profile

隠
れ
た
原
因
を
見
逃
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
。

Relay colum
n

File
15

ビジネスパーソンの休憩時間

「居眠り八角」の真実

Have a little break

野村萬斎さん演じる八角（はっかく）は、
中堅電機メーカーで、営業の花形である営
業第一課に所属しながらも、営業に出向くこ
ともなく毎日デスクで居眠りをしているた
め、同僚からは「居眠り八角」と揶揄されて
います。しかし、会社は八角を注意すること
もないどころか、腫れ物に触るような扱いを
する始末…。なぜ八角のみが特別扱いされ

るのか、その理由は、やがて発覚する巨大な
企業不祥事とともに徐々に明らかになって
いきます。
原作は半沢直樹シリーズなどで知られる
池井戸潤さんの小説で、企業が不祥事に手
を染める構造をリアルに描いています。

私
は
、
北
浜
法
律
事
務
所
に
入
所
す
る
前
、

検
察
官
と
し
て
刑
事
事
件
の
捜
査
や
裁
判
を

担
当
し
て
い
ま
し
た
。
検
察
官
と
い
う
と
、

真
相
解
明
の
た
め
、
被
疑
者
に
対
し
て
事
件

に
関
す
る
こ
と
を
厳
し
く
問
い
正
す
よ
う
な

姿
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

も
っ
と
も
、
被
疑
者
の
再
犯
を
防
ぐ
こ
と
も

検
察
官
の
役
割
の
１
つ
で
す
の
で
、
事
案
に

よ
っ
て
は
、
被
疑
者
の
そ
れ
ま
で
の
歩
み
や

価
値
観
、
人
間
関
係
と
い
っ
た
、
必
ず
し
も

事
件
に
直
接
関
係
す
る
わ
け
で
は
な
い
事
情

も
幅
広
く
調
べ
、
被
疑
者
と
共
に
、
事
件
に

影
響
を
及
ぼ
し
た
と
思
わ
れ
る
隠
れ
た
原
因

や
そ
の
解
決
策
を
探
る
こ
と
も
重
視
し
て
き

ま
し
た
。

昨
今
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
高
ま

り
と
共
に
、
企
業
内
で
発
生
し
た
様
々
な
不

祥
事
や
ト
ラ
ブ
ル
に
関
し
て
積
極
的
に
社
内

調
査
が
行
わ
れ
、
時
と
し
て
第
三
者
委
員
会

を
立
て
た
客
観
的
な
調
査
に
よ
っ
て
、
再
発

防
止
策
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
不
祥
事
や
ト
ラ
ブ
ル
は
、
そ
れ
を
起

こ
し
た
当
事
者
や
関
係
者
の
み
に
原
因
が
あ

る
の
で
は
な
く
、
企
業
の
風
土
や
そ
こ
に
根

付
く
価
値
観
な
ど
が
遠
因
と
な
っ
て
い
る
ケ

ー
ス
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
見
逃
し

た
ま
ま
、
再
発
防
止
策
を
講
じ
て
も
再
び
同

様
の
問
題
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
の
皆
様
の
調
査
を
お
手
伝
い
さ
せ

て
い
た
だ
く
際
に
は
、
そ
の
よ
う
な
隠
れ
た

原
因
に
も
迫
る
こ
と
が
で
き
る
調
査
を
行
い
、

よ
り
実
効
的
な
再
発
防
止
策
に
繋
げ
ら
れ
る

よ
う
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

公正取引委員会は令和4年12月27日に『独占禁止法上の「優越的地位の濫用」に関する緊急調

査の結果』を公表し、中小企業庁も令和5年2月7日に『価格交渉促進月間（2022年9月）フォロー

アップ調査の結果』を公表しました。

いずれも、人件費、原材料費・エネルギーコストの上昇分を取引価格に反映させる必要性につい

て、価格の交渉の場で協議を行っているか等についての調査であり、価格交渉等への対応が不

十分とされた発注側の企業は、独占禁止法、下請中小企業振興法に基づきその旨が社名を含め

公表されています。

これらは優越的地位の濫用や下請法違反等の法令違反を認定したものではなく、コストの上昇

分の価格転嫁についての協議を促す趣旨での社名公表ということですが、名指しで対応が不十分

と指摘された企業は世の中にネガティブなイメージを持たれることは避けられません。

発注側の企業としては、取引先からの取引価格引上げの申出を待つだけではなく、口頭、文書、

メール等で取引先に対してコスト上昇の影響について積極的に問いかけを行い、取引価格の変更

の必要性について交渉する場を設け、実際に取引価格引上げの合理的な根拠に基づき協議をす

ること（そして、その記録を残しておくこと）が求められています。

この流れは政府全体として取り組んでいるコスト上昇分の転嫁に関する政策の一環であり、今後

も引き続き調査が継続していくとみられています。発注側の企業においては、現場担当者に対し

て、取引先との価格交渉などの実施方法について注意喚起を継続する必要があるでしょう。

オススメ
Cinema

利光 伸宙弁護士の

「七つの会議」
監督：福澤克雄
日本／ 2019年

利光 伸宙 弁護士
Nobuoki Toshimitsu
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籔内 俊輔 弁護士 Shunsuke Yabuuchi

2002年神戸大学大学院法学政治学研究科修了。北浜法律事務所パート
ナー弁護士。入所後、公正取引委員会にて3年間の特定任期付職員として勤
務し、独占禁止法、景品表示法などの違反事件の調査、審判手続への対応
などを対応する。現在はそれらの経験を活かし、主に独占禁止法、景品表示
法及び下請法に関連する行政庁からの調査に対して企業の代理人としての
対応や、社内調査の実施、M&A案件での届出手続支援、コンプライアンス
態勢整備や研修講師などを行っている。
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